業績目録(関田康慶) by 東北大学史料館
業績目録(関田康慶)
著者 東北大学史料館
雑誌名 東北大学史料館
号 1164
発行年 2012-03
URL http://hdl.handle.net/10097/62884
関 田 康 慶 教 授 業 績 目 録
平 成  24  年  3  月
東 北 大 学 史 料 館
（著  作  目  録  第  1164  号）
関　田　康　慶  教 授 略 歴
生年月日 昭和22年 4月26日
本  籍  地 高知県
職　　名 教授
所　　属 東北大学大学院経済学研究科　医療福祉講座 
医療福祉システム分野
最終学歴
昭和46年 3月 小樽商科大学管理科学科卒業
昭和48年 3月 大阪大学大学院経済学研究科経営学専攻修士課程修了
昭和50年 3月 大阪大学大学院経済学研究科経営学専攻博士課程単位取得退学
職　　歴
昭和50年 4月 大阪大学経済学部助手に採用
昭和54年10月 東北大学医学部助手に転任
平成 9年 4月  東北大学経済学部教授に昇任
平成11年 1月 東北大学副総長（学務等担当）特別補佐（～平成12年 3月）
平成11年 4月 東北大学大学院経済学研究科教授に配置換（現在に至る）
平成13年 4月 東北大学評議員（～平成15年 3月）
学　　位
昭和48年 3月 経済学修士（大阪大学）
昭和58年 3月 医学博士（東北大学）
受　　賞
昭和60年10月
AUPHA（Association of University Programs in Health Administration）Prize受賞
平成13年 5月
日本病院会功労賞
学会等における活動（役職等）
○日本医療病院管理学会（2008年以前：日本病院管理学会）
　日本医療病院管理学会・評議員（1993年 4月～現在）
　日本医療病院管理学会理事（企画担当）（1999年 4月～2009年 3月）
　日本医療病院管理学会教育研修専門委員会委員長（1992年～1994年）
　日本医療病院管理学会パラダイム研究会代表（1992年～1995年）
　将来構想2001年委員会委員長　 
○日本医療情報学会
　日本医療情報学会評議員（1990年 4月～1996年 3月，2000年 4月～2011年 3月）
　日本医療情報学会誌編集委員（1985年～，1990年 4月～1996年 3月， 
 2000年 4月～2011年 3月）
　第10回医療情報学連合大会事務局長
○日本計画行政学会
　日本計画行政学会理事（1995年 4月～2011年 3月）
　日本計画行政学会東北支部 副支部長（1995年 4月～現在）
　日本計画行政学会会員理事（現在東北支部副支部長）（1991年10月～）
　日本計画行政学会介護保険運用評価部会長（1995年 4月～2010年 3月）　
　日本計画行政学会東北支部介護保険部会長（2001年 4月～）
○日本健康科学学会
　日本健康科学学会 評議員（2001年～年度～2009年 3月）
　日本健康科学学会 常任理事（企画担当）（2004年 4月～2009年 3月）
　日本健康科学学会第22回学術大会長（2006年10月）
　日本健康科学学会学会誌 編集委員（1999年 4月～2009年 3月）
○日本介護経営学会
　日本介護経営学会理事（2005年 4月～現在）
○日本医療マネジメント学会
　日本医療マネジメント学会 評議員（1998年度～現在）
　日本医療マネジメント学会 東北支部理事（1998年 6月～現在）
　日本医療マネジメント学会 宮城県理事（1998年 6月～現在）
○日本ケアマネジメント学会
　日本ケアマネジメント学会 評議員（2001年 7月～現在）
　日本ケアマネジメント学会 理事（2010年度～）
○日本オペレーションズ・リサーチ学会
　日本オペレーションズ・リサーチ学会関西支部幹事（1976年度～1979年度）
　日本オペレーションズ・リサーチ学会東北支部幹事（1979年10月～現在）
○日本公衆衛生学会
　日本公衆衛生学会評議員（2008年 4月～2011年 3月）
　日本公衆衛生学会誌編集委員会・査読委員（2005年～2010年 3月）
　日本公衆衛生学会認定専門家（2010年 4月～2016年 3月）
○日本行動計量学会
　日本行動計量学会運営委員会委員（1979年～1983年）
○日本地域福祉学会
　日本地域福祉学会宮城県支部　理事（2000年 4月～2004年 3月）
○日本グループ診療研究会
　日本グループ診療研究会幹事（1993年 4月～2011年 3月）
○その他
・医療学研究会 代表（1993年 4月～2005年 3月）
・介護保険研究会 代表（2000年 4月～2006年 3月）
・福祉経営研究会，新福祉経営研究会　代表（2001年 1月～現在）
・政策マネジメント研究会　代表（2003年 4月～2007年 3月）
・リスクマネジメント研究会 代表（2001年～現在）
・Asian Journal of HUMAN SERVICES　編集委員（2011年 9月～現在）
社会における活動　
・日本病院会　統計情報委員会委員（1985年 4月～2007年 3月）
・日本病院会統計情報委員会・ワーキング委員会委員長（1990年 4月～2008年 3月）
・日本病院会中小病院委員会委員（1992年 4月～1996年 3月）
・栗駒国保病院経営健全化委員長（1993年～1995年）
・医療病院管理研究協議会副会長（1994年 4月～現在）
・リハビリテーションヘルスケアシステムプロジェクト（宮城県）  
 ワーキング委員会委員長（1993年～1995年）
・要援護老人地域ケアシステムプロジェクト（宮城県）  
 ワーキング委員会委員長（1994年～1996年）
・宮城コミュニティ・ケア研究会幹事長（1994年 7月～1996年 3月）
・保健・医療・福祉総合情報システムプロジェクト（宮城県）  
 ワーキング委員会委員長（1994年～1996年）
・宮城県田尻町保健・医療・福祉計画 SKIP構想委員会委員（1988年～1990年）
・田尻町スキップセンター運営委員会委員長（1995年度～2006年 3月）
・秋田県天王町情報システム化委員会委員・ワーキング委員会委員長（1996年～1998年）
・日本医療機能評価機構サーベイヤ－（コアメンバー）（1997年度～1998年度）
・日本医療機能評価機構認定訪問調査員（1999年度～現在）
・宮城県病院経営健全化委員会委員（1998～1999年度）
・宮城県こども病院構想委員会委員（1998年 4月～1999年 3月）
・宮城県こども病院運営主体選定（評価委員会委員）（1999～2000年度）
・宮城県こども病院運営委員会座長代理（2000年 4月～2004年 3月）
・仙台市介護保険運営委員会委員長（2000年11月～2003年 3月）
・高齢者認知症介護研究研修仙台センター運営委員会委員（2001年 4月～現在）
・宮城県政策評価部会長，宮城県行政評価委員会副委員長（2001年 4月～2009年 3月）
・社会福祉士養成所（通信課程）指導講師（財：日本総合研究所，厚生労働省指定） （2001
　年 4月～2009年 3月）
・宮城大学外部評価委員会委員（2002年 4月～2003年 3月）
・仙台市介護保険審議会会長（2003年 3月～2012年 3月）
・宮城県看護協会セカンド・レベル（副看護部長養成コース）講師（2003年 4月～現在）
・四病院団体医療安全管理セミナー講師（データ解析担当）（2005年 4月～2008年 3月）
・未来志向研究プロジェクト（老人保健事業）（2006年 4月～2007年 3月）
・シンクタンク時代刷新（塩川正十郎会長）理事（2006年4月～現在）
・宮城県病院協会顧問（2007年 4月～現在）
・みやぎ保健医療福祉分野 IT産業振興協議会（MHIS）会長（2007年 4月～現在）
・ケアマネジャー研修事業評価委員会委員長（文部科学省運営委託事業「社会人の学び直
　しニーズ対応教育推進プログラム」，広島県立大学（2007年 4月～2010年 3月）　
・宮城県医療費適正化計画策定懇談会委員（2008年 4月～2011年 3月）
・宮城県政策評価システム設計では，宮城県と双方向政策施策評価県民満足度調査システ
　ムを共同で開発構築して実際に運用されている。また政策評価について宮城県庁職員を
　対象に毎年研修セミナーを開催し，平成20年度まで講師を担当した。
国際的な貢献活動（各種委員，活動内容など）
・韓国の介護保険制度準備に関する国際シンポジウムに招待され，日本の介護保険制度に
ついて紹介し，韓国の制度準備に情報提供を行った。また特別講義で韓国の大学生，行
政関係者，研究者に日本の介護保険制度を紹介し討論を重ねた。この活動は韓国デジュン
市（平成17年 3月，18年 4月，20年 5月）と東京（平成17年 8月，18年 8月）で行った。
・韓国ケアマネジメント学会から招請され，第 2回全国大会（ソウル）で，介護評価とモ
ニタリングに関する招待講演（学術講演）を行った。
その他特記すべき事項（公開講座・社会人教育・生涯学習活動，オープンキャンパス・出前授
業・高大連携等への貢献，社会貢献活動による受賞，社会への情報提供活動など）
・2004年　宮城県主催，経済学研究科共済の県民大学の企画（地域政策と評価）の演者
・2011年　学都仙台コンソーシアムでの市民公開講座講師
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Sekita Y. , Ohta, T. , Inoue, M. , Takeda, H. , Methods of Information in Medicine 
23 （1）, 15-22, 1984. 1
 30. 病院機能分化の経営に及ぼす影響－老人病棟分化のモデル・アプローチ  
関田康慶，藤咲暹，病院管理，21（1），13-21，1984年 1月
 31. 病床規模による固定費用関数の推定  
関田康慶，藤咲暹，病院管理，21（2），45-51，1984年 4月
 32. 患者の医療機関選択の動機と医療機関の対応  
関田康慶，医療経営情報，No.1，24-29，1984年 4月
 33. 老人患者の訪医行動  
関田康慶，医療経営情報，No.2，8-12，1984年 6月
 34. A decision support system for regional health care planning in a metropolitan 
area.  
Omichi, M. , Maki, Y. , Ohta, T. , Sekita Y. , Fujisaku, S., Japan hospitals, No. 3, 19-
23, 1984. 7
6 35. Differential diagnostic analysis of chronic liver diseases using discriminant 
analysis and liver function test sets.  
Fujisaku, S. Fukao, A. , Ohtsuki, M. , and Sekita Y. , Ann. Applied Information 
Sciences, 9 （1）, 45-53, 1984. 10
 36. 慢性肝疾患鑑別診断における検査の識別能  
関田康慶，深尾彰，大槻昌夫，藤咲暹，第 4回医療情報学連合大会論文集，
170-173，1984年11月
 37. 胃集検効果の評価－胃集検の効率化モデルへのシステム的側面からのアプ
ローチ－  
藤咲暹，関田康慶，消化器集団検診，No.62，85-93，1984年
＊1985-1989 （昭和60－昭和64）年
 38. Cost-benefit evaluation of comprehensive medical care for cerebral strokes.  
Sekita, Y. , Medical Informatics 10 （1）, 59-71, 1985. 1
 39. 医療機能システム化の診断精度，患者負担，資源利用に及ぼす影響  
関田康慶，藤咲暹，病院管理，22（3），25-34，1985年 7月
 40. 医療保険給付率が患者数及び診療収入に及ぼすインパクト  
関田康慶，藤咲暹，第 5回医療情報学連合大会論文集，35-38，1985年11月
 41. 医療機能分化への移行過程とリスクマネジメント  
関田康慶，藤咲暹，病院管理，23（1），5-14，1986年 1月
 42. 病院の力－医療環境構造の変化と利用者への対応  
関田康慶，病院 , 45（3），21-27，1986年 3月
 43. 多変量解析を用いての甲状腺分化癌の予後に関する検討  
森洋子，宮田幸比古，武田裕，高屋潔，佐々木崇，田口善雄，森昌造，関田
康慶，他，内分泌外科，4（4），471-476，1987年10月
 44. The future of Japanses hospitals; Projection by hospital directors and their 
implication.  
Omichi, M. , Ito, K. , Nakago, M. , Nakano, S. , Miyazaki, k. , Miyake, H. , Tanaka, 
H. , Umezato, Y. , Ogura, T. , Sekita, Y. , Fujisaku, S. , Japan hospitals, No. 7, 1-12, 
1988. 7
7 45. 医療機能連携に関する病院長意識分析  
関田康慶，藤咲暹，三宅浩之，田中博，梅里良正，伊藤研，中後勝，中野進，
宮崎柏，大道学，第 8回医療情報学連合大会論文集，857－860，1988年12
月
＊1990-1994（平成 2－平成 6）年
 46. センター方式診療所グループメディカル・システム（CGMS）支援情報シス
テム（第 2報）  
関田康慶，石川澄，真田英彦，牧川方昭，稲田紘，第 9回医療情報学連合大
会論文集，209-210，1990年 2月
 47. CGMS支援情報システム－診療所センター方式グループメディカル・シス
テムの発展に向けて－  
関田康慶，石川澄，稲田紘，医療とコンピュータ，3（2），32-38，1990年 6月
 48. A decision support model and analisis for hospital administrators when chooing 
future strategies of their hospitals.  
Sekita Y. , Omichi, M., Japan hospitals, No. 9, 31-36, 1990. 7
 49. Cerebral Circulation and Oxygen Metabolism Associated with Subclinical 
Periventicular hyperintensity As Shown by Magnetic Resonance Imaging  
Kenichi Meguro, Jun Hatazawa, Tatuo Yamaguchi,Taji Matuzawa,Yasuyoshi Sekita 
et al, Annals of Neurolpgy, 28（3）, 378-383, 1990. 9
 50. 保健・医療・福祉における関連機関の機能分担と連携の必要性と成功への条
件  
関田康慶，The Home Care, 10，14-17，1990年10月
 51. Disturbance in daily sleep / Wake patterns in patients with cognitive impairment 
and decrased daily activity  
Meguro, K. , Ueda, M. , Yamaguchi, T. , Sekita, Y. , Yamazaki, H. , Oikawa, Y. , 
Kikuchi, Y. , Matsuzawa, T., American Jeriatrics Society, 1176－1182, 1990.11
 52. CGMS支援情報システム（第 3報）  
関田康慶，石川澄，牧川方昭，稲田紘，尾崎忠雄，第10回医療情報学連合大
会論文集，575-576，1990年11月
 53. 在宅医療を支援する複合情報システムの研究  
石川澄，酒井俊一，稲田紘，関田康慶，井上通敏，他，第10回医療情報学連
合大会論文集，587-588，1990年11月
8 54. 循環器系疾患の受療率を決定する要因に関する研究  
関田康慶，李輝，濃沼信夫，病院管理，28（2），11-22，1991年 4月
 55. Personal Health Data Based Community Health Care Management System 
Integration Design  
K. Ishikawa, H.Inada, Y.Sekita, H.Takeda M.Inoue, ⅩⅥ　International 
Conference on MEDICAL AND BIOLOGICAL ENGINEERING, 108, 1991.7
 56. A Study on a CGMS（Centralized Group Medical System） Support Information 
System  
Y.Sekita, K. Ishikawa, H.Inada, M.Makikawa et al, ⅩⅥ　International 
Conference on MEDICAL AND BIOLOGICAL ENGINEERING, 948, 1991.7
 57. CGMS（センター方式診療所グループメディカル・システム）支援情報シス
テム（第 3報）  
関田康慶，石川澄，牧川方昭，佐藤俊輔，堀尾裕幸，稲田紘，医用電子と生
体工学，Vol.29，84，1991年 7月
 58. 在宅医療支援情報システムに関する研究  
稲田紘，堀尾裕幸，関田康慶，石川澄，牧川方昭，古川俊之，他，医用電子
と生体工 , Vol.29，83，1991年 7月
 59. CGMS支援情報システム（第 4報）  
関田康慶，石川澄，堀尾裕幸，稲田紘，濃沼信夫，第11回医療情報学連合大
会論文集，643-64，1991年11月
 60. PHD（個人健康情報）運用管理の技術的要件  
石川澄，井上道敏，武田裕，稲田紘，関田康慶，阿部裕，第11回医療情報学
連合大会論文集，489-492，1991年11月
 61. 在宅医療支援情報システムの開発  
稲田紘，堀尾裕幸，関田康慶，石川澄，古川俊之，他，第11回医療情報学連
合大会論文集，641-642，1991年11月
 62. 滲出性中耳炎汚予測への判断分析導入の試み  
末武光子，小林俊光，高坂知節，関田康慶，濃沼信夫，Otol. Jpn. 1（2）, 11-
15, 1991
 63. 労働生産性の病院格差に関する分析  
関田康慶，濃沼信夫，病院管理，29（2），47-55，1992年 4月
9 64. A study of periventicular hyperintensity. I. normal brain aging  
Meguro, K. , Sekita, Y. , Ueda, Yamaguchi, T. , Tanada, K. , Hishinuma, T. , 
Matsuzawa, T., Arch. Gerontol Geriatr. 14, 183-191, 1992. 11
 65. CGMS（診療所センター方式グループメディカル・システム）の特性と経営
成立条件  
関田康慶，石川澄，小野丞二，稲田紘，濃沼信夫，藤咲暹，病院管理，30（2），
135-141，1993年 4月
 66. 救急医療情報システムの運用実態と評価  
安田恒人，石川澄，稲田紘，島千加良，高橋隆，田代祐基，都築和正，長瀬
淑子，山本勝，関田康慶，第13回医療情報学連合大会論文集，747-748，
1993年11月
 67. 地域保健医療情報システムの現状と将来展開  
関田康慶，田代祐基，竹内文生，大槻陽一，岩崎益実，第13回医療情報学連
合大会論文集，105-109，1993年11月
 68. 医療経済のパラダイムシフトと病院経営戦略  
関田康慶，日本病院会雑誌，41（2），23-43，1994年 2月
 69. 診療報酬改定影響率の測定方法と分布関数分析  
関田康慶，濃沼信夫，梅里良正，桜井裕，安藤高夫，大道学，河北博文，病
院管理，31（2），19-29，1994年 4月
 70. 地域保健・医療・福祉支援情報システムの構築に関する研究  
関田康慶，竹内文生，石川澄，吉田途男，堀尾裕幸，稲田紘，医用電子と生
体工学，Vol.33，特別号，448，1994年 5月
 71. サイコオンコロジーの理論と実際  
濃沼信夫，関田康慶，外科治療，70（6），809-815，1994年 6月
 72. 地域保健・医療・福祉支援情報システムの構築に関する研究  
関田康慶，濃沼信夫，竹内文生，石川澄，峰浦耕蔵，藤咲暹，堀尾裕幸，  
稲田紘，第14回医療情報学連合大会論文集，689－690，1994年11月
 73. 在宅医療支援情報システムの開発  
石川澄，吉田建男，関田康慶，堀尾裕幸，稲田紘，他，第14回医療情報学連
合大会論493-496，1994年11月
10
 74. Ige-Mediated Hypersensitivity and Contact Sensitivity to Multiple Environmental 
Allergens in Atopic Dermatitis  
M.Tanaka,S.Akiba,N.Matsumurta,H.Aoyama,N.Tabata,Y.Sekita,H.Tagami, 
Archives of Dermatology, Vol.130, 1393-1400,1994.11
＊1995-1999（平成 7－平成11）年
 75. わが国のグループ診療の将来性－市町村部等における将来性  
関田康慶，グループ診療研究，1（1），19-29，1995年 3月
 76. 市町村部でのグループ診療の必然性と発展の条件  
関田康慶，MMRC, 6（5），8-11，1995年 5月
 77. 費用便益モデルの構造と展開  
濃沼信夫，関田康慶，感染症，25（3），33-39，1995年 5月
 78. グループ診療の問題点と解決策  
関田康慶，プライマリケア，18（3），215-218，1995年 9月
 79. 地域保健・医療・福祉支援情報システムの構築に関する研究  
関田康慶，濃沼信夫，竹内文生，石川澄，堀江敏正，平井二郎，堀尾裕幸，
稲田紘，第15回医療情報学連合大会論文集，377-378，1995年11月
 80. 在宅医療支援情報システムの開発（第 3報）  
石川澄，関田康慶，竹内文夫，稲田紘，安田恒人，他，第15回医療情報学連
合大会論文集，57-58，1995年11月
 81. 地域における保健・医療・福祉連携支援情報システムの構築をめぐって  
石川澄，関田康慶，吉田途男，稲田紘，堀尾裕幸，他，第15回医療情報学連
合大会論文集，375-376，1995年11月
 82. 経営管理評価指標と指標の統合化  
関田康慶，病院，55（4），387-390，1996年 4月
 83. 医療情報システム開発の現況と今後の在り方  
大櫛陽一，春木康男，岡田好一，熊本一朗，木村通男，関田康慶，Progress 
in Medicine, 16（4） ,7-10，1996年 4月
 84. 病院経営の新しい指標－病院競争下における経営意思決定への分布関数分析
の導入と利用法  
関田康慶，病院，55（7），676-680，1996年 7月
11
 85. 保健，医療，福祉統合情報システム化のニーズ調査分析  
関田康慶，竹内文夫，稲田紘，安田恒人，第16回医療情報学連合大会論文集，
536-537，1996年11月
 86. 病院情報システムの現状と近未来像－全国アンケート調査結果  
春木康男，関田康慶，木村通男，熊本一朗，大櫛陽一，岡田好一，第16回医
療情報学連合大会論文集，706-707，1996年11月
 87. 医療情報システムの未来像についての調査  
木村通男，大櫛陽一，春木康男，岡田好一，熊本一朗，関田康慶，第16回医
療情報学連合大会論文集，708-709，1996年11月
 88. 市町村における情報システム導入のためのガイドラインの作成の試み  
竹内文夫，関田康慶，稲田紘，安田恒人，第16回医療情報学連合大会論文集，
532-533，1996年11月
 89. 市町村保健・福祉支援情報システムに関する研究―システムの構築と運用 
三神武則，堀江敏正，関田康慶，濃沼信夫，竹内文夫，稲田紘，第16回医療
情報学連合大会論文集，534-535，1996年11月
 90. 乳癌治療の経済効果に関する研究  
濃沼信夫，伊藤道哉，関田康慶，他，第16回医療情報学連合大会論文集，
568-569，1996年11月
 91. 地域保健・医療・福祉システムの構築－福祉情報システムの構築方法  
関田康慶，増子正，安保英勇，他，第17回医療情報学会連合大会論文集，
822-823，1997年
 92. 質問紙調査による日本の病院情報システムの現状と評価及び近未来システム
への展望  
春木康男，関田康慶，木村通男，熊本一朗，大櫛陽一，岡田好一，医療情報
学 , Vol.17，No.2，141-151，1997年
 93. 地域医療・福祉データ集積システム構築と分析フィードバック   
関田康慶，伊藤 道哉，稲田紘，日本行動計量学会大会発表論文抄録集 , 25, 
74-75, 1997年 8月
 94. 高齢者の認知機能 : 田尻町MMS検査の分析  
石崎淳一，目黒謙一，安保勇，島田真須美，山口智，早坂智佳，関田康慶，
山鳥重，日本行動計量学会大会発表論文抄録集 , 25, 82-83, 1997年 8月
12
 95. 市町村における保健・医療・福祉連携の標準化方法と情報信頼性の検討－高
齢者カルテ方式と連携データベース－  
関田康慶，増子正，安保英勇，伊藤道哉，稲田紘，医療情報学 , Vol.18，
No.3，241-250，1998年 8月
 96. 地域保健・医療・福祉システムの評価方法と検証－情報システムによる連携
効果の定量的測定  
増子正，関田康慶，稲田紘，他，第18回医療情報学会連合大会論文集，596-
597，1998年11月
 97. 在宅介護の支援情報の体系化と活用方法  
関田康慶，第18回医療情報学会連合大会論文集，566-567，1998年11月
 98. 医療情報システム評価指標のフィールドにおける検証  
春木康男，大櫛陽一，岡田好一，木村通男，熊本一朗，関田康慶，他，第18
回医療情報学会連合大会論文集，474-475，1998年11月 
 99. 2次医療圏における保健医療福祉の連携システム構築の方法論と評価に関す
る研究  
信川益明，稲田紘，関田康慶，第19回医療情報学連合大会論文集，586-587，
1998年11月
 100. 競争・選択・淘汰の時代の品質管理   
川合弘毅，佐藤眞杉，大道久，廣瀬チワ子，関田康慶，日本病院会雑誌 
（Journal of Japan Hospital Association） , 45（1），40-64，1998年
 101. A Normative, Community-Based Study of Mini-Mental State in Elderly Adults: 
The Effect of Age and Educational Level  
J. Ishizaki, Y.Sekita, et al, Journal of Gerontology: PSYCHOLOGICAL SCIENCES, 
Vol.53B, No.6, 359-363, 1998
 102. Prevalence of senile dementia in a Rural community in Japan: the Tajiri project  
H. Ishii, K. Meguro, Y. Sekita, et al, Archives of Gerontology and Geriatrics , 
Vol.29, 249-265, 1999. 9
 103. 公的介護保険におけるケアプランの評価，モニタリングの体系化と支援情報
システム  
関田康慶，増子正，加藤由美，山本邦男，糟谷昌志，他，第19回医療情報学
連合大会論文集，462-463，1999年11月
13
 104. 電子カルテ導入に関する問題点の要因分析  
増子正，関田康慶，安田恒人，他，第19回医療情報学連合大会論文集，508-
509，1999年11月
 105. 在宅高齢者の健康情報収集システムの開発と試用に関する研究（第 2報）  
稲田紘，正宗賢，石川澄，関田康慶，他，第19回医療情報学連合大会論文集，
260-261，1999年11月
 106. 2次医療圏における保健医療福祉の連携システム構築方法論と評価に関する
研究  
信川益明，稲田紘，関田康慶，第19回医療情報学連合大会論文集，710-711，
1999年11月
 107. Status and Perspective of Hospital Information Systems in Japan  
Y.Haruki, Y.Ogushi, Y.Sekita, et al, Method of Information in Medicine, Vol.38, 
No.3，200-206, 1999 
 108. Development of a health information collection system for the elderly at home  
Inada H, Nakazawa K, Sekita Y. et al, Proceed. of the 4th APCMBE, 116-118, 
1999
 109. 保険薬局における患者満足度の相関分析  
糟谷昌志，関田康慶，事業構想学部紀要（宮城大学）, No2，67-75，1999年
 110. 医療機関と保険薬局における患者情報の連携に関する実証分析  
糟谷昌志，関田康慶，事業構想学部紀要（宮城大学）, No3，33-42，1999年
＊2000-2004（平成12－平成16）年
 111. 診療報酬改定と病院の意思決定  
李忻，関田康慶，病院管理 , 第37巻，第 4号，15-24，2000年10月
 112. 血液透析患者の心理・社会的ニーズの傾向に関する実証分析  
加藤由美，関野宏，関田康慶，病院管理 , 37（4），25-34，2000年10月
 113. 新コミュニティの形成による介護サービスの効率的提供  
関田康慶，加藤由美，糟谷昌志，小湊純一，都市計画 , 第49巻，第 4号，
15-20，2000年10月
 114. 診療録管理体制に関する現状分析  
李忻，加藤由美，関田康慶，他，医療情報学（第20回医療情報連合大会論文
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 134. “Cost-effectiveness and cost-benefit analyses of anti-psychotic drugs in the 
treatment of wandering behavior of AD: Nakada-BPSD project（ 2）”，（共同発
表），第 8回国際アルツハイマー病学会議（ストックホルム），2001年 9月
 135. “Therapeutic psychosocial intervention for mild cognitive impairment subjects in 
a community: Tajiri-MCI Project（ 6）”，（共同発表），第 8回国際アルツハイ
マー病学会議（ストックホルム），2001年 9月
 136. “Complex figure copying task is a good discriminator between normal aging and 
mild cognitive impairment in a community: Tajiri-MCI Project（ 5）”，（共同発
表），第 8回国際アルツハイマー病学会議（ストックホルム），2001年 9月
 137. “Different patterns of Kanji and Kana dysgraphia in normal aging, mild cognitive 
impairment, and Alzheimer’s disease : Tajiri-MCI Project（ 4）”，（共同発表）， 
第 8回国際アルツハイマー病学会議（ストックホルム），2001年 9月
 138. “Right thalamic/cortical infarction or white matter lesion as a possible vascular 
contributor to frontal executive　dysfunction in mild cognitive impairment: 
Tajiri-MCI Project（ 3）”，（共同発表），第 8回国際アルツハイマー病学会議
（ストックホルム），2001年 9月
38
 139. “Neurobiological basis of mild cognitive impairment as shown by MRI and PET: 
Tajiri-MCI Project（2）”，（共同発表），第 8回国際アルツハイマー病学会議
（ストックホルム），2001年 9月
 140. “Prevalence and cognitive performance of mild cognitive impairment in Japan: 
Tajiri-MCI Project（ 1）”，（共同発表），第 8回国際アルツハイマー病学会議
（ストックホルム），2001年 9月
 141. 「病院の医薬品採用に関する実証分析」（共同発表），第39回日本病院管理学会
学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 142. 「クリティカルパスの効果に関する分析」（共同発表），第39回日本病院管理学
会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 143. 「診療報酬改定の影響の分析及び検証」（共同発表），第39回日本病院管理学会
学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 144. 「インターネットを用いた安全な介護支援コミュニケーションツールの開
発」（共同発表），第39回日本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年
10月31日－11月 1日
 145. 「看護の質の検討」（共同発表），第39回日本病院管理学会学術総会（東京都大
田区），2001年10月31日－11月 1日
 146. 「クリティカル ･パス成果測定指標によるアウトカム評価」（共同発表），第39
回日本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 147. 「介護保険における介護者の意識と実態に関する研究」（共同発表），第39回日
本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 148. 「介護保険ケアマネジメントにおけるモニタリング評価」（共同発表），第39回
日本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 149. 「介護保険訪問系サービスの構成要素時間分析」（共同発表），第39回日本病院
管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 150. 「介護保険訪問系サービスの業務時間の分析」（共同発表），第39回日本病院管
理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 151. 「介護保険における訪問系サービス動線コストに関する分析」（共同発表），第
39回日本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1
日
39
 152. 「リスクマネジメント・モニタリング情報システムの設計と期待される効果」
（共同発表），第39回日本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10
月31日－11月 1日
 153. 「ブラジル日系老人ホーム ｢憩いの園｣ 入所者の特徴」（共同発表），第39回日
本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－11月 1日
 154. 「リスクマネジメント・モニタリング情報システムの設計と期待される効
果」，第39回日本病院管理学会学術総会（東京都大田区），2001年10月31日－
11月 1日
 155. 「ケアマネジメントにおけるプロセス評価のためのモニタリングシート及び
その手法」（共同発表），第21回医療情報学連合大会（第 2回日本医療情報学
会学術大会）（東京），2001年11月
 156. 「介護保険モニタリング評価の検討」（共同発表），第21回医療情報学連合大会
（第 2回日本医療情報学会学術大会）（東京），2001年11月
 157. 「ケアマネジメントにおけるモニタリング評価について」（共同発表），第21回
医療情報学連合大会（第 2回日本医療情報学会学術大会）（東京），2001年11
月
 158. 「医薬品の取扱い及び医薬品に関するリスクマネジメントの現状分析とその
対策」（共同発表），第21回医療情報学連合大会（第 2回日本医療情報学会学
術大会）（東京），2001年11月
 159. 「介護保険事業計画におけるサービス利用予測件数と実利用件数の比較分
析」（共同発表），日本社会福祉学会第49回全国大会（沖縄），2001年
 160. 「介護保険事業計画における予定施設介護給付額と実給付額の比較分析」（共
同発表），日本社会福祉学会第49回全国大会（沖縄），2001年
 161. 「介護保険事業計画における予定介護給付額と実給付額の比較分析」（共同発
表），日本社会福祉学会第49回全国大会（沖縄），2001年
 162. 「介護保険制度の現状と課題」，日本計画行政学会東北支部第15回研修会（青
森），2001年パネルディスカッション
 163. 「介護保険制度をよりよくするために－計画行政と民間活力－」，日本計画行
政学会東北支部第15回研修会（青森），2001年
40
 164. シンポジウム，「介護保険の 1年間をふり返る～運営評価と今後の展望～」
（共同発表），日本計画行政学会東北支部第17回研究大会（仙台市），2001年
 165. 「クリティカル ･パス成果測定指標によるクライアントのアウトカム評価」
（共同発表），医療マネジメント学会第1回東北地方会（仙台市），2001年
＊2002-2003（平成14－平成15）年
 166. 「MSW・PSWのアセスメント機能に関する研究」（共同発表）, 第50回日本医
療社会事業全国大会・第22回日本医療社会事業学会（北海道虻田町）, 2002
年 5月
 167. 「クリティカル ･パス（CP）におけるコーディネート機能の効果」，第50回
日本医療社会事業全国大会・第22回日本医療社会事業学会（北海道虻田町）， 
2002年 5月
 168. 「地域在住高齢者における ｢痴呆疑い｣ 群（CDR0.5）の神経心理学的特徴：
田尻プロジェクト（1）」（共同発表），第17回日本老年精神医学会（金沢）， 
2002年 6月
 169. Impact on increasing pharmaceutical expense about what medical doctors choose 
Kasuya, M,Sekita Y, 第 4回国際医療経済学会，サンフランシスコ，2002年 7
月
 170. 「地域在住高齢者における ｢痴呆疑い｣ 群（CDR0.5）の血管障害と認知機能
の分析：田尻プロジェクト（ 2）」（共同発表），日本計画行政学会第25回全国
大会（つくば市），2002年 9月
 171. 「行政運営への住民参加の手段として県民満足度調査の意義」（共同発表），日
本計画行政学会第25回全国大会（つくば市），2002年 9月
 172. 「高度情報化に関する住民意識構造の分析－地域住民における情報化への規
範意識とその影響性について－」（共同発表）, 日本計画行政学会第25回全国
大会（つくば市），2002年 9月
 173. 「市町村の行政評価－アウトカム指標の検討－」（共同発表），日本計画行政学
会第25回全国大会（つくば市），2002年 9月
 174. 「政策 ･施策評価におけるコミュニケーション調査の評価－政策施策評価に
おけるシステムコーディネート機能の適用－」（共同発表），日本計画行政学
会第25回全国大会（つくば市），2002年 9月
41
 175. 「地方自治体の介護保険運営評価と効果的効率的事業計画の方法」，日本計画
行政学会第25回全国大会（つくば市），2002年 9月
 176. 「病院における医療事故防止のためのシステム設計と検証」（共同発表），第40
回日本病院管理学会学術総会（北九州），2002年11月
 177. 「平成14年度診療報酬改定における手術料見直しの妥当性に関する分析」（共
同発表），第40回日本病院管理学会学術総会（北九州），2002年11月
 178. 「薬物による痴呆の問題行動の治療：臨床的効果と臨床経済的効果」（共同発
表），第40回日本病院管理学会学術総会（北九州），2002年11月
 179. 「平成14年度診療報酬改定と急性期医療に関する実証分析」（共同発表），第40
回日本病院管理学会学術総会（北九州），2002年11月
 180. 「看護の質に関する実証分析」（共同発表），第40回日本病院管理学会学術総会
（北九州），2002年11月 
 181. 「平成14年度診療報酬改定の影響分析」，第40回日本病院管理学会学術総会
（北九州），2002年11月
 182. 「 2次医療圏における保健医療福祉の連携システム構築の方法論と評価に関
する研究－保健医療福祉連携システムに関する実態調査－」，第22回医療情
報学連合大会「第 3回日本医療情報学会学術大会」（福岡），2002年11月
 183. 「CPS-20による医療施設のクリティカル ･パスのアウトカム評価」（共同発
表），第 4回医療マネジメント学会学術総会（京都），2002年
 184. 「社会福祉協議会における事業評価の手法に関する研究」（共同発表），日本地
域福祉学会第16回全国大会（東京），2002年
 185. 「社会福祉協議会における事業評価の手法に関する研究」（共同発表），日本地
域福祉学会第16回全国大会（東京），2002年
 186. 「社会福祉協議会における事業評価と地域福祉活動計画への活用」（共同発
表），日本社会福祉学会第50回全国大会（日本社会事業大学），2002年
 187. シンポジウム，「どうする 安心して住める地域つくり－住民の政策形成への
参加と権利擁護のあり方－」，第79回東北開発・第18回日本計画行政学会東
北支部セミナ （ー仙台市），2002年
42
 188. シンポジウム，「介護保険の問題点と今後の対応」，東北開発研究公開フォー
ラム2002（仙台市），2002年
 189. 「看護の安全管理に関する重要性と達成度の比較分析」  
二瓶洋子，関田康慶，他 4名，第41回日本病院管理学会，東京，2003年10月
（病院管理 , Vol.40，suppl. 147，2003）
 190. 「看護ケアの質に関する患者及び看護師の視点からの検討」  
伊藤尚子，関田康慶，他 3名，第41回日本病院管理学会，東京，2003年10月
（病院管理 , Vol.40，suppl. 221，2003）
＊2004-2005（平成16－平成17）年
 191. 「医療経営の評価指標についての考察」  
渡辺正見，関田康慶，第 6回医療マネジメント学会，高松市，2004年 6月
 192. 「病院機能の選択と診療報酬改定の評価（基調講演）」  
関田康慶，第54回日本病院学会，横浜市，2004年 7月
 193. 「平成16年診療報酬改定の影響度評価と病院意思決定分析（基調講演）」  
関田康慶，第54回日本病院学会，横浜市，2004年 7月
 194. 「医療機能ユニットを導入した場合の医療の質の安定性と医療経営に及ぼす
影響分析」  
関田康慶，伊藤敦，阿部真菜美，第42回日本病院管理学会，熊本県，2004年
10月
 195. 「急性期医療機能を選択した医療機関の実態に関する研究」  
李忻，関田康慶，他 6名，第42回日本病院管理学会，熊本県，2004年10月
 196. 「保健・医療・福祉の連携推進システム構築の方法論と評価手法の開発に関
する研究」  
信川益明，関田康慶，他，第42回日本病院管理学会，熊本市，2004年10月
 197. 「クリニカルパスを適用した医療サービスの質の評価－外来科学療法クリ
ティカルパスによる試み」  
上西智子，関田康慶，第42回日本病院管理学会，熊本市，2004年10月（病院
管理 , Vol.41，suppl. 249，2004）
 198. 「医療・福祉機能のユニット化と統合化の評価方法の開発」  
伊藤敦，関田康慶，他 3名，第42回日本病院管理学会，熊本市，2004年10月
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 199. 「リスクマネージャーの体制がリスクマネジメント活動に及ぼす影響に関す
る研究」  
二瓶洋子，関田康慶，他 4名，第42回日本病院管理学会，熊本市，2004年10
月（病院管理 , Vol.41，suppl. 273，2004）
 200. 「医療機能ユニットを導入した場合の医療の質の安定性と医療経営に及ぼす
影響分析」  
関田康慶，伊藤敦，第42回日本病院管理学会，熊本市，2004年10月（病院管
理 , Vol.41，suppl. 98，2004）
 201. 「看護提供方式と看護師の満足度との関連」  
猪股千代子，関田康慶，他 5名，第42回日本病院管理学会，熊本市，2004年
10月（病院管理 , Vol.40，suppl. 226，2004）
 202. 「介護保険制度の見直しについて－保健・医療・福祉連携の視点から（基調
講演）」  
関田康慶，第 4回福祉経営研究会全国大会，遠野市，2004年11月
 203. 「病院情報システムと経営効率に関する研究」  
糟谷昌志，関田康慶，他 8名，第24回医療情報学会，2004年11月
 204. 「介護保険制度の見直しをみ直す，社会政策学会，第 2回保健医療福祉シン
ポジウム」  
関田康慶，東京，2004年12月
 205. 「インターネットを用いた地域健康管理支援システムの構築に関する研究」  
稲田紘，西村治彦，堀尾裕幸，東ますみ，水野（松本）由子，狩野晋一朗，
片山文善，関田康慶，医療情報学，24 （Suppl.），492-493，2004
 206. 「インターネットによる地域健康管理支援システムの構築」  
稲田紘，狩野晋一朗，片山文善，関田康慶，総合健診，32（ 1），2005
 207. 「政策・施策・行政評価システムの構築（招待講演）」  
関田康慶，長野県議会地方自治政策課題研究会，2005年 5月
 208. 「病院併設の介護関連施設における現状分析」  
糟谷昌志，関田康慶，第19回日本地域福祉学会，札幌，2005年， 6月 5日
 209. 「医療事故要因分析における専門的知識の活用と事故推移との関連」  
二瓶洋子，関田康慶，元原利武，第 7回医療マネジメント学会，福岡，2005
年， 6月24日
44
 210. Empirical analyses of household income and well-being for family caregivers   
Kasuya, M,Sekita Y, 5th　world congress of health economics, Barcelona, スペ
イン，2005年 8月11日
 211. Large Dataset of Hospital Discharges using the Proportional Distribution Method 
（PDM）  
Okamoto E, Sekita Y., 5th　world congress of health economics, Barcelona，ス
ペイン，2005年 8月11日
 212. 「紹介・連携部門の充実が平均在院日数等に与える影響」  
阿部真菜美，関田康慶，第43回日本病院管理学会，東京，2005年10月27日
 213. 「医療事故防止対策の実施状況および事故防止対策の達成度を推進させる要
因お検討」  
二瓶洋子，関田康慶，元原利武，東京，20005年10月27日
 214. 「電子カルテ導入実態における公的病院と私的病院の相違」  
糟谷昌志，関田康慶，第25回医療情報学連合大会・第 6回医療情報学会，横
浜，2005年11月25日
＊2006-2007（平成18－平成19）年
 215. 「新介護保険制度の論点と市町村・介護保健事業者の計画と戦略を探る（基
調講演）」  
関田康慶，日本計画行政学会東北支部学術フォーラム，秋田市，2006年 3月
 216. 「日本の介護保険導入以後－福祉経営の変化と対応（招待講演）」  
関田康慶，デジュン，ウソン大学，韓国，2006年， 4月29日
 217. 「健康産業発展の意義と今後の展開」  
関田康慶，日本計画行政学会東北支部第22会学術大会学術フォーラム，仙台
市，2006年 6月15日
 218. 「リスクマネジメント体制の違いによる医療安全活動の課題に関する比較検
討」  
二瓶洋子，関田康慶，元原利武，第 8回日本医療マネジメント学会，横浜市，
2006年 6月16日
 219. 「外来癌化学療法クリティカルパスシステムにおける評価インディケーター
作成の方法に関する研究」  
上西智子，関田康慶，第 8回 日本医療マネジメント学会学術総会，横浜市，
2006年 6月17日
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 220. 「医療機能ユニット統合システムの導入が病院経営とサービスの信頼性に与
える影響」  
伊藤敦，関田康慶，二瓶洋子，第 8回医療マネジメント学会学術総会，横浜
市，2006年6月16日（医療マネジメント学会雑誌，第 7巻第 1号，p229）
 221. 「平成18年度診療報酬改定の影響度分析（基調講演）」  
関田康慶，日本病院会病院長幹部職セミナー，大阪市，2006年 8月 4日
 222. 「住民参加型コミュニケーション調査データベースを用いた医療福祉政策の
評価」  
加藤由美，関田康慶，日本計画行政学会第29回全国大会，大阪市，2006年 9
月15日
 223. 「療養病床のない急性期一般病院における紹介・連携部門への医療ソーシャ
ルワーカ （ーMSW）の配置と平均在院日数，病床利用率の関連分析」  
阿部真菜美，関田康慶，第44回日本病院管理学会，名古屋市，2006年10月
（病院管理，vol.43，Suppl. 101，2006）
 224. 「病院の地域連携業務の現状と課題」  
阿部真菜美，関田康慶，第44回日本病院管理学会，名古屋市，2006年10月
 225. 「医療安全管理体制の整備状況と事故推移との関連性についての実証分析」  
二瓶洋子，伊藤敦，関田康慶，元原利武，第22回日本健康科学学会，仙台市，
2006年10月27日（Health Sciences. Vol.22. No.4：573，2006）
 226. 「病院紹介・連携部門におけるMSW機能の平均在院日数・病床利用率への
影響分析」  
阿部真菜美，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27
日（Health Sciences. Vol.22. No.4：484，2006）
 227. 「地域連携と病床利用の関連分析」  
阿部真菜美，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月28
日（Health Sciences. Vol.22. No.4：563，2006）
 228. 「外来癌化学療法クリティカルパスシステムの評価方法に関する研究」  
上西智子，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日
（Health Sciences. Vol.22. No.4：568，2006）
 229. 「認知症への医療連携が介護老人保健施設入所に及ぼす影響について」  
赤沼恭子，目黒謙一，関田康慶，他 3名，第22回日本健康科学学会，仙台市，
2006年10月27日（Health Sciences. Vol.22. No.4：549，2006）
46
 230. 「双方向評価システムの必要性」  
黄京蘭，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日
（Health Sciences. Vol.22. No.4：544，2006）
 231. 「韓国の老人長期療養保険制度の導入における論議と争点」  
韓昌完，関田康慶，他 2名，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月
27日（Health Sciences. Vol.22. No.4：545，2006）
 232. 「訪問介護事業所の経営指標の開発」  
渡辺正見，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日
（Health Sciences. Vol.22. No.4：546，2006）
 233. 「従来型介護老人福祉施設における介護支援専門員を主体としての介護サー
ビス評価システムの開発」  
工藤厚史，関田康慶，他 4名，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10
月27日（Health Sciences. Vol.22. No.4：547，2006）
 234. 「認知症対応型共同生活介護における介護保険法改正の影響と検討課題」  
高田純子，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日
（Health Sciences. Vol.22. No.4：551，2006）
 235. 「訪問看護利用者による満足度評価に関する研究」  
斎藤明子，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日
（Health Sciences. Vol.22. No.4：560，2006）
 236. 「地域保健福祉事業の事業評価手法に関する研究」  
日下輝美，増子正，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10
月27日（Health Sciences. Vol.22. No.4：561，2006）
 237. 「医療・ヘルスケア・健康サービス産業市場の現状分析と将来市場に関する
研究」  
青木博，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日
（Health Sciences. Vol.22. No.4：584，2006）
 238. 「医療・福祉・居宅機能ユニット統合システムと居宅レベルの相違が与える
利用者効果分析」  
伊藤敦，関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日
（Health Sciences. Vol.22. No.4：585，2006）
47
 239. 「健康マネジメントの方法論・システムの開発と健康産業発展に向けて（学
術大会長講演）」  
関田康慶，第22回日本健康科学学会，仙台市，2006年10月27日（Health 
Sciences. Vol.22. No.4：385－387，2006）
 240. 「電子カルテ導入の満足度に影響を与える要因に関する研究」  
糟谷昌志，関田康慶，他 6名，第26回医療情報学連合大会 第 7回医療情報
学会，札幌，2006年11月 2日
 241. 「地域医療連携におけるコーディネート機能（招待講演）」  
関田康慶・阿部真菜美，山形大学医学研究科医療政策セミナー，2006年11月
15日
 242. 「電子カルテ導入の意思決定分析」  
糟谷昌志，阿部真菜美，関田康慶，第 9回日本医療マネジメント学会，東京，
2007年， 6月16日
 243. An empirical study on old aged caregivers household income, health condition 
and life satisfaction in Japan.  
Kasuya, M,Sekita Y, コペンハーゲン，デンマーク，2007年 7月10日
 244. Validation of proportional distribution method （PDM） for estimating disease-
specifice costs from health insurance claims with multiple diagnoses: an empirical 
approach   
Okamoto E, Sekita Y, 6h　world congress of health economics, コペンハーゲン，
デンマーク，2007年 7月11日
 245. 「機能ユニット統合システム指数と利用者評価指数を用いたドイツ，北欧諸
国の統合センターに関する現状分析」  
伊藤敦，関田康慶，日本福祉のまちづくり学会第 9回全国大会，広島呉市，
論文概要集，217－220，2007年 8月27日
 246. 「住民参加による地方政府行政評価システムの設計と事前評価」  
関田康慶，阿部真菜美，第30回に本計画行政学会，福岡，2007年 9月16日
 247. 「東北における福祉制度対象者に関する市町村別実態調について～東北の市
町村社会福祉統計資料作成の試み～」  
都築光一，関田康慶，他 4名，第55回日本社会福祉学会，大阪，2007年 9月
22日
 248. 「臨床試験システムにおける経済表かモデルに関する研究」  
上西智子，関田康慶，第45回日本病院管理学会，横浜，2007年10月25日
48
 249. 「病院経営収支，経営力に影響する特性 ･要因分析」  
阿部真菜美，関田康慶，横浜，2007年10月25日
 250. 「病院機能分化 ･集積と経営収支の関連エントロピー分析」  
関田康慶，阿部真菜美，第45回日本病院管理学会，横浜，2007年10月25日
 251. 「事故防止活動の活動水準と医療安全体制の機能的稼働状況との関連性」  
二瓶洋子，関田康慶，第45回日本病院管理学会，横浜，2007年10月25日
 252. 「医療専門職従事予定学生の健康感と健康産業についての認識に関する調査
研究」  
青木博，関田康慶，第23回日本健康科学学会，東京，2007年11月10日
 253. 「全国市町村における保健医療福祉政策分野の行政評価と住民参加の現状分
析」  
阿部真菜美，関田康慶，第23回日本健康科学学会，東京，2007年11月11日
 254. 「認知症対応型共同生活化以後における実態調査分析」  
高田純子，関田康慶，第23回日本健康科学学会，東京，2007年11月11日
＊2008-2009（平成20－平成21）年
 255. 「わが国の医療機能ユニット統合センターの特徴と運用実態」  
伊藤敦，関田康慶，二瓶洋子，日本医療マネジメント学会第 8回東京地方学
術大会，東京，2008年 2月16日
 256. Development of Monitoring Information System for the Elderly Care System in 
Japan: Evaluation System for Eldery Care Services and Regional Eldery Care 
System.  
Yasuyoshi Sekita, Masahiro Ishigaki et.al, HYVITE Symposium in Sendai 2008　
（2008年 5月24日）
 257. 「コーディネート機能の介入が医療機能ユニットの運用に及ぼす影響」  
伊藤敦，関田康慶，二瓶洋子，第10回日本医療マネジメント学会，2008年 6
月20日
 258. 「介護機能ユニット統合システムに関する一考察」  
柿沼倫弘，関田康慶，第11回日本福祉のまちづくり学会全国大会，新潟市，
2008年 9月 1日
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 259. 「ノルウェーにおけるデイサービスセンターの機能特性と運用環境」  
伊藤敦，関田康慶，第11回日本福祉のまちづくり学会全国大会，新潟市，
2008年 9月 1日
 260. 「ITを活用した医療・保健・健康領域における先進的サービスの可能性につ
いての調査研究」  
青木博・関田康慶，第24回日本健康科学学会全国大会，東京，2008年 9月27
日
 261. 「全国市町村の保健医療政策行政評価指標の分析」  
阿部真菜美，関田康慶，第24回日本健康科学学会全国大会，東京，2008年 9
月27日
 262. 「経済性評価を考慮した介護保険モニタリング情報システム開発方法に関す
る考察」  
関田康慶，石垣政裕，高田純子，工藤厚史，柿沼倫弘，阿部真菜美，佐藤 
美喜子，都築光一，第28回 医療情報学連合大会2008年11月24日
 263. 「医療施設の経営分析を支援するWeb調査分析システムの開発」  
阿部真菜美，関田康慶，第28回医療情報学連合大会，2008年11月24日
 264. 「遠隔健康管理システムの動向とシステムおよび社会経済的視点からの比較
分析」  
佐藤美喜子，関田康慶，第28回医療情報学連合大会，2008年11月24日
 265. 「緊急災害・ネットワーク障害時にも利用可能なメッセージボードシステム
の開発」  
石垣政裕，リヒターアクセル，佐々木健治，関田康慶，他，第28回医療情報
学連合大会，2008年11月24日
 266. 「ケアマネジメントにおける介護評価とモニタリングシステム（韓国語，日
本語）」  
関田康慶，第 2回韓国ケアマネジマント学会（招待講演），2009年 3月27日
 267. 「Webページ公開状況から見たわが国の医療モールの連携実態に関する全国
調査」  
伊藤敦，二瓶洋子，関田康慶，第11回日本医療マネジメント学会学術総会，
長崎，2009年 6月13日
 268. 「医療接遇・コミュニケーションが安全向上に及ぼす影響に関する研究」  
佐藤美智子，二瓶洋子，関田康慶，第11回日本医療マネジメント学会学術総
会，長崎，2009年 6月13日
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 269. 「地域住民の認知症に対する取り組みと小規模多機能福祉施設との協働事業
に関する一考察」  
柿沼倫弘，高田純子，関田康慶，第 8回日本ケアマネジメント学会，横浜，
2009年 6月20日
 270. 「介護の質と介護サービスの質～その評価について～」  
内田幸雄，関田康慶，第 8回日本ケアマネジメント学会，横浜，2009年 6月
20日
 271. 「指定介護老人福祉施設における介護保険双方向モニタリング評価システム
の設計」  
工藤厚史，高田純子，関田康慶，第 8回日本ケアマネジメント学会，横浜，
2009年 6月20日
 272. Accuracy of estimation of disease-specific costs in national health care 
expenditure : An example of renal failure and dialysis.  
Etsuji Okamoto, Yasuyoshi Sekita, IHEA（2009）北京，2009年 7月15日
 273. 「医療型統合センターにおける利用者行動分析－利用者は医療型統合セン
ターを受診する際にどの点を評価しているのか－」  
伊藤敦，関田康慶，第12回日本福祉のまちづくり学会全国大会，帯広，2009
年 8月23日
 274. 「生活習慣病予防のための健康管理支援情報システムの開発」  
佐藤美喜子，関田康慶，吉田勝美，須賀万智，第25回日本健康科学学会学術
大会，東京，2009年 8月29日
 275. 「生活習慣病予防のための健康管理支援情報システムの設計」  
関田康慶，佐藤美喜子，吉田勝美，須賀万智，第25回日本健康科学学会学術
大会，東京，2009年 8月29日
 276. 「医療型統合センターにおける運営の仕組みと効果面と問題面」  
伊藤敦，関田康慶，第 8回日本医療経営学会，仙台，2009年10月31日
 277. 「看護師のインシデントレポートの活用状況と安全情報の共有化に関連する
要因の検討」  
二瓶洋子，佐藤美智子，関田康慶，第 4回医療の質・安全学会，東京2009年
11月21-22日
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 278. 「介護の質，介護サービスの質を反映した介護モニタリングシステムの開発
に関する考察」  
関田康慶，工藤厚史，高田純子，石垣政裕，佐々木健治，内田幸雄，柿沼 
倫弘，佐藤美喜子，グレンマンスフィールド，第29回医療情報学連合大会，
広島，2009年11月22日
＊2010-2011（平成22－平成23）年
 279. 「東北・北海道地方の介護保険施設のリスクマネジメントの現状分析」  
柿沼倫弘，関田康慶，新 ･福祉経営研究会，2010年 7月30日，東北大学経済
学部
 280. 「韓国の老人長期療養保険サービスの実態とニーズに関する研究」  
韓昌完，丁海龍，関田康慶，日本ケアマネジメント学会，第 9回研究大会，
立教大学，埼玉，2010年 8月29日
 281. 「診療所機能ユニットにおけるグループ診療化が医療の質と経営状況に与え
る影響」  
伊藤敦，関田康慶，寺崎仁，大道久，辻典明，田城孝雄，日本医療・病院管
理学会第48会学術総会，広島，2010年10月15日，（日本医療・病院管理学会
誌，Vol.47，Suppl.，p.152）
 282. 「米国における病院外部評価の変化とわが国の病院機能評価への示唆」  
大野博，関田康慶，日本医療・病院管理学会第48会学術総会，広島市国際会
議場，2010年10月15日，（日本医療・病院管理学会誌 , Vol.47，Suppl.，p.152）
 283. 「分析機能内蔵型WEB調査システムの設計と検証」  
佐藤美喜子，関田康慶，柿沼倫弘，阿部真菜美，渡辺正見，第30回 医療情
報学連合大会（第11回日本医療情報学会学術大会）浜松，2010.11（11月19日）
 284. 「介護支援専門員による介護モニタリングシステムの評価実験」  
石垣正弘，関田康慶，佐々木健治，柿沼倫弘，佐藤美喜子，内田幸雄，工藤
厚史，高田純子，第30回医療情報学連合大会（第11回日本医療情報学会学術
大会）浜松，2010.11（11月19日）
 285. 「医療安全情報管理の現状分析」  
関田康慶，柿沼倫弘，佐藤美喜子，二瓶洋子，上西智子，渡辺正見，北野 
達也，第30回医療情報学連合大会（第11回日本医療情報学会学術大会）浜
松，2010.11（11月19日）
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 286. 「中規模医療機関における医療安全管理体制の取り組みと今後の課題につい
て」  
二瓶洋子，柿沼倫弘，上西智子，関田康慶，第 5回医療の質・安全学会，幕
張，2010年11月27日
 287. 「統合医療のパラダイム，パネルディスカッション「今後の統合医療の進め
方」」  
関田康慶，日本統合医療学会東北支部大会，仙台，2011年 2月26日
 288. 「病院医療安全管理水準のモニタリング方法（教育講演）」  
関田康慶，日本医療マネジメント学会，東京，2011年10月29日
 289. 「介護保険制度の仕組みと持続可能性について－効果と効率の視点」  
関田康慶，学都仙台コンソーシアム・市民公開講座，仙台，2011年11月12日
外部研究費・調査報告書関係（平成 7年度以降）
○平成 7年 3月：『病院管理及び地域医療・福祉における専門職の養成とその教育
体系に関する研究』報告書　総合研究（A）（平成 5年～ 6年度；分担者）　文部
省
○平成 8年 3月：『病院機能類型に対する診療報酬体系の在り方とその評価方法に
関する研究』報告書　一般研究（C）（平成 6年～ 7年度；代表者）　文部省
○平成10年10月：『平成10年度診療報酬改定の影響度・経営実態調査報告書』（分析
支援・報告書編集）　社団法人日本病院会
○平成10年度：『都道府県・政令市における保健 ･医療 ･福祉の事業評価に関する
実態調査』報告書　研究室
○平成11年 3月：『臓器移植における医療経済的問題に関する研究』報告書　基盤
研究（B）（平成 9年～10年度；分担者）　文部省
○平成11年 3月：『脳卒中・痴呆・寝たきり予防のための有病率調査事業』報告書
　老人保健強化推進特別事業（平成10年度；分担者）　厚生省
○平成12年 3月：『保健サービスの向上をめざした地域保健・医療・福祉支援情報
システムに関する研究』報告書　老人保健強化推進特別事業（平成11年度；分担
者）　厚生省
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○平成12年 3月：『かかりつけ医機能の整備に向けた医師の開業形態に関する研究』
報告書（平成10年～12年度；分担者）　厚生省
○平成12年度：『診療報酬改定の影響度・経営実態調査報告書』（分析支援・報告書
編集）　社団法人日本病院会
○平成13年 3月：『保健サービスの向上をめざした地域保健・医療・福祉支援情報
システムに関する研究』報告書（平成11年～12年；分担者）　厚生労働省
○平成13年 3月：『グループ診療，介護の総合化による経済効果に関する研究』  
総合研究報告書（厚生科学研究費補助金　長寿科学総合研究事業　平成11年度
～12年度；主任研究者）　厚生労働省
○平成13年 3月：『保健医療福祉連携支援のコーディネート機能のあり方と情報化
に関する研究』報告書　厚生科学研究費補助金（政策科学推進研究事業　平成10
～12年度；主任研究者） 　 厚生労働省
○平成13年 3月：『市町村介護保険計画の現状分析とサービス供給システムの設計
に関する研究』報告書　基盤研究（C）（平成10年度～12年度；代表者）　文部科
学省
○平成13年度：『薬価引き下げの影響に関する調査報告書』 研究室
○平成13年度：『県民満足度調査分析報告書』（編集）　宮城県
○平成13年度：『在宅サービスに関する研究報告書』　研究室
○平成14年 2月：『介護保険事業関係自治体アンケート調査報告書』，日本計画行政
学会東北支部・介護保険研究部会代表者）平成13年度
○平成14年 3月：『かかりつけ医機能の整備に向けた医師の開業形態に関する研究』
報告書  
基盤研究（B）（平成11年度～13年度；分担者）　文部科学省
○平成14年 3月：『グループ診療，介護の総合化による経済効果に関する研究』  
総合研究報告書　厚生科学研究費補助金（長寿科学総合研究事業　12年～13年
度；主任研究者）　厚生労働省
○平成14年 3月：『市町村における介護保険モニタリング情報システムの設計と活
用に関する研究』報告書　厚生科学研究費補助金（政策科学推進研究事業　平成
12年～13年度；主任研究者）　厚生労働省
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○平成14年度：『県民満足度調査分析報告書』（編集）　宮城県
○平成14年度：『診療報酬改定影響度・経営実態調査報告書』（分析支援・報告書編
集）　社団法人日本病院会
○平成14年度：『高齢社会における医療費の動向に関する研究』監修　財団法人　
財政経済協会
○平成14年度：『介護保険動線調査コスト分析研究報告書』　研究室
○平成14年度：『介護保険広域市町村連携広域連合の効果に関する調査研究報告書』
研究室
○平成14年 3月：『市町村における介護保険モニタリング情報システムの設計と活
用に関する研究報告書』，厚生科学研究費補助金（政策科学推進研究事業　平成
12～13年度：主任研究者）　厚生労働省
○平成15年 3月：『高齢社会に対応した福祉・経済社会システムの設計と評価』報
告書　基盤研究（B）（平成12年度～14年度；分担者）　文部科学省
○平成15年12月：『医薬分業に関する調査報告書』　研究室
○平成15年度：『平成14年診療報酬改定の経営への影響度実態調査，平成15年医療
保険制度改革の影響度調査報告書』（分析支援・報告書編集） 社団法人日本病院会
○平成16年 2月：『リスクマネジメントシステムに関する調査報告書』，（社団法人
日本病院会と共同調査 )
○平成16年度：『診療報酬改定調査分析報告書』（分析支援・報告書編集）　社団法人
日本病院会
○平成17年 3月：『IT（医療技術）の応用による地域の保健サービスの円滑化と職
域保健サービス及び医療福祉との連携向上に関する研究報告書』，厚生労働省科
研費（健康科学総合研究事業；平成14～16年度，分担者）　厚生労働省
○平成17年 3月：『高齢社会の医療・福祉・居宅機能のユニット化・統合化の効果
と効率に関する研究報告書』　基盤研究（B）（平成14年～16年度；代表者）　　　
文部科学省
○平成17年度：『訪問介護事業者対象調査』報告書（東北 6県対象）　研究室
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○平成18年度：『健康産業振興促進のための方法論の開発と振興促進モデルの設計』
経済学研究科プロジェクト経費
○平成18年度：『東北 6県対象認知症グループホームの実態調査』　研究室
○平成18年度：『健康産業関連企業対象のアンケート調査』　研究室
○平成18年 3月：『DPCについてのアンケート調査報告書』（分析支援・報告書編
集）　社団法人日本病院会
○平成19年度：『健康産業データベース構築方法の開発と利用システムの設計・開
発研究報告書』　経済学研究科プロジェクト経費
○平成20年 3月：『住民参加による保健医療福祉政策評価方法の開発と実証分析』，
科学研究総括・分担報告書（政策評価推進研究事業：平成17～19年度，主任研究
者）　厚生労働省
○平成20年 3月：『老人保健施設の実態調査報告書』（東北 6県対象）（政策評価推進
研究事業：平成17～19年度，主任研究者）　厚生労働省
○平成20年 3月：『認知症グループホームの経営実態に関する調査報告書』，厚生科
学研究費（政策評価推進研究事業：平成17～19年度，主任研究者）　厚生労働省
○平成20年11月～12月：『介護保険制度における介護サービス事業所の連携・統合
に関する調査報告書』　研究室
○平成20年 3月：『ウエルネス・アプリケーション・システム開発編　平成19年度
成果報告書』　知的クラスター創成事業（平成 9年～23年度　分担グループ責任
者）　文部科学省
○平成20年12月：『介護老人福祉施設におけるモニタリングに関する調査報告書』　
研究室
○平成21年 1月：『介護の質と介護サービスの質に関する調査報告書』（宮城県国保
連合会との共同調査，調査分析担当）　宮城県国民健康保険団体連合会
○平成21年 3月：『ウエルネス・モニタリング＆モデリング　平成20年度成果報告
書』，知的クラスター創成事業（平成9年～23年度　分担グループ責任者）　文部
科学省
○平成21年3月：『医薬開発統括学術分野創生と人材育成拠点』最終報告書，  
COE（平成16年度～20年度，分担者）　文部科学省
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○平成22年 1月：『統計分析機能を内蔵したWEB調査システムの開発』　知的クラ
スター創生事業（平成 9年～23年度　分担グループ責任者）　文部科学省
○平成22年 3月：『急性期病院対象の医療安全管理体制に関するWEB実態調査』
知的クラスター創成事業（平成 9年～23年度　分担グループ責任者）　文部科学
省
○平成22年 5月：『全国の精神科病院対象の ACTに関するWEB調査』　研究室
○平成22年 6月：『北海道・東北地域の介護老人福祉施設，介護老人保健施設対象
の介護のリスクマネジメントの実態に関するWEB調査』　知的クラスター創成
事業（分担グループ責任者）　文部科学省
○平成22年10月：『東北地方の228市町村を対象の市民の健康づくりWEB実態調
査』　経済学研究科プロジェクト経費（代表者）
○平成22年 9－10月：『市民の健康づくりに関する市民調査』　経済学研究科プロ
ジェクト経費（代表者）
○平成22年10月：『障害者自立支援法に基づく障害者の社会復帰支援事業者の事業
経営に関するWEB実態調査調査』　経済学研究科プロジェクト経費（代表者）
○平成23年 3月：『地域見守り創出調査研究事業報告書』（分担研究，平成22年度）　
経済産業省
○平成23年 8月：『高齢者住宅の資源運用に関する実態調査』　経済学研究科プロ
ジェクト経費（代表者）
○平成23年10月：『訪問介護における動線コストの影響に関する実態調査』　経済学
研究科プロジェクト経費（代表者）
○平成23年12月：『介護保険外サービス利用に関する実態調査』　経済学研究科プロ
ジェクト経費（代表者）
○平成23年～25年度：『病院の医療安全管理手法の開発と安全管理支援情報システ
ムの開発に関する研究』基盤研究（B）（代表者）　文部科学省
